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　Strategies in Light（SIL）カンファ
レンスにおけるプレナリーセッシϣン
の冒頭と最後で、米ストラテジーズ・ア
ンリミテッド社（Strategies Unlimited）
のエラ・シュム氏（Ella Shum）とブリンダ・
バンダーカー氏（7rinda Bhandarkar）
はそれͧれ、2012 年のパッケージLED
とSSL製品の市場について報告した。
パッケージLEDの2012年の売上高は
137億ドルに達し、ランプと照明器具
向けのSSL（Solid State Lighting�固体
照明）の売上高は合わせて118億ドル
に達したという。どちらの市場も2017
年まで成長し続ける見込みだが、LED
は製造個数の増加が部品価格の低下に
よって相ࡴされ、LED売上高の৳び
は؇やかになるという。
　ストラテジーズ・アンリミテッド社の

LED調ࠪ担当ディレクタを務めるシュ
ム氏は、パッケージLEDの2012年の
世界総売上高が137億ドルであったと
報告した。これは、ベアチップ（Bare 
Die）やモジュール型照明製品を含まな
い、パッケージLEDのみの売上高の総
額である。パッケージLED製品として
は、シングルエミッタLED、マルチダ
イパッケージ、COB（Chip on board）
LEDアレイのすべてを含む。同市場の
総売上高は、2011年の125億ドルか
ら増加した。ࡢ年のSILの内༰につい
ては、本誌のこちらの記事（www.leds 
magazine.com/features/9/3/2）を参照
してほしい。
 
LEDࢢ場の෼໺ผ಺༁
　シュム氏は、パッケージLED市場を

バックライト（T7 ʗモニタ）、モバイル、
ඪࣝ、自動ं、照明、その他のカテゴ
リに分類している。2012年には初めて、
一般照明が世界的にパッケージLEDの
最大市場となり、売上高は31億ドル
であった。図1は、パッケージLEDの
売上高を分野別に、2011年から2012
年にかけての増減がわかるように示し
たものである。
　シュム氏は、「The art of war」（戦
術）というタイトルでߨ演を行い、そ
の冒頭で「LED業界はこの数年間、大
ෆ況にあった」と述べた。同氏がࡢ年
報告したとおり、主にバックライト分
野向けに製品が過৒生࢈されたことか
ら、市場では部品が供給過৒の状態に
なっていた。また、各種LEDメーカ
ーがT7市場での成功をૂっていたに
もかかわらず、同市場における蛍光灯
からLEDバックライトへの移行は一部
の予測よりも؇やかにਪ移した。
　供給過৒は、ಛに低出力および中出
力製品において、LED製造技術の進า
をもってしても追いつかないほどの
LED価格のさらなる低下につながって
いる。また、この価格の低下によって、
ಛに照明分野向けに設計された高出力
LEDの価格についても低下が期଴され
る事態となっている。LEDメーカーは
市場シェアを獲得しようとܹしい競争を
演のタイߨげており、シュム氏の޿り܁
トルはその状況を指したものである。
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図1　2011年から2012年にかけてのパッケージLED売上高の分野別成長率
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ϝーΧーランキンά
　競争に関する話題の続きとしてシュ
ム氏は、2012年のパッケージLEDベ
ンダー上位10社を挙げ（表1）、さまざ
まなメーカーがとる戦ུと、一部のメ
ーカーが๊える具体的な課題について
説明した。サプライヤのॱ位は2011
年からほとんど変わっていないが、シ
ュム氏は、今後の変化の前ஹとなり得
る、メーカー͝との増減率も示した。
　ؖ国サムスン社（Samsung）は、総
合的なॱ位はࡢ年と変わらなかったも
のの、著しい成長を見せた。シュム氏
によるとこの成長は、サムスン社が
T7などの同社製ຽ生製品に使用する
LEDを製造しているためだという。同
様に、台湾ルーメンス社（Lumens）が
10位としてでランキング入りを果たし
た。10位に2社が並んだため、ランキ
ングには上位11社が名を࿈ねることと
なった。ルーメンス社も、サムスン社
製ຽ生製品向けの主要サプライヤであ
る。しかしサムスン社は、同社のLED
製造個数を引き続き増加させ、同社の

ຽ生製品におけるさらなる垂直౷合を
目指すつもりのようだ。๛ా合成ג式
会社（TG）はॱ位を1つ上げた。シュ
ム氏によると、同社の18%という増加
率は、米アップル社（Apple）のモバイ
ル製品にLEDを供給していることにى
Ҽするという。
　米クリー社（Cree）と米フィリップ
ス・ルミレッズ社（Philips Lumileds）
は、一般照明分野で使用されるLED
の増加のԸܙを最もݦ著に受けている
ようである。両社ともに20%程度の増
加率を示した。後ほどৄࡉに説明する
が、一般照明は長期的成長が最も見込
まれる分野である。
　シュム氏によると、この上位11社で
パッケージLEDの世界総売上高の72%
を઎めるという。日本のメーカーが市
場全体の30%と最大の割合を઎め、
続いてؖ国が28%、台湾と౦ೆアジア
が15%、中国が8%を઎めた（図3）。5
年以内に中国から上位10社に入る企
業がొ場すると思うとシュム氏が述べ
たことは注目に値するだろう（www.
ledsmagazine.com/features/9/12/5）。
米国とԤभのメーカーは合わせて市場
全体の19%である。

ٕज़͓Αͼࢢ場ઓུ
　戦ུについてシュム氏は、各種メー

カーが自社製品を差別化し、市場シェ
アを拡大するためにとる様々なアプロ
ーチを紹介した。ྫえば、シャープが
最近発表した100WのCOB LED（www.
ledsmagazine.com/news/10/2/10）を、
サイズの拡大によってルーメン出力を
上げるྫとして同氏は挙げた。クリー
社は引き続き、効率面での性能向上を
ਪ進していると同氏は述べ、具体的な
ྫとして、最近発表された200lm/W
の「9Lamp MK-R LED」（www.leds 
magazine.com/news/9/12/22）を挙げ
た。米ブリッジラックス社（Bridgelux）
は同社のCOB LED「7ero」で、照明
器具デザインの簡素化を図っていると
同氏は述べた。7eroでは、大きなは
んだパッドかコネクタのいずれかを含
むことのできるプラスチック製ホルダー
とLEDが分཭されている（www.leds 
magazine.com/news/9/12/8）。
　当然ながら、部品コストの削減が
LEDメーカーのڞ通の目ඪだが、製造
個数の増加と製造技術の成ख़によって
コスト削減が可能になるという事実に
対して、メーカーがとるアプローチは
それͧれ異なる。ྫえばクリー社は、
さらに高い性能を提供しつつ、LEDコ
ストを比較的一定に維持しようとする
向にある。それでも、必要なLED܏
個数が少なくなるため、SSLシステム

図2　QFNプラスチックパッケージに収めら
れた日亜の757シリーズLED

出典：ストラテジーズ・アンリミテッド社
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レベルではコスト削減を実現してい
る。シュム氏は、LED価格引き下げの
ઌਞを切ったのは日ѥ化学޻業ג式会
社であると述べ、同社の「757」シリ
ーズの高出力LEDが、低出力や中出
力製品に近い形でパッケージされてい
ることを指ఠした（図2）。日ѥは757
シリーズのLEDに対し、より規໛の大
きい半ಋ体市場で開発され޿く使用さ
れているプラスチック2FN（2uad Flat 
No-leads）パッケージを採用している。
　またシュム氏は、技術的戦ུ以外で
も、前述のサムスン社による垂直౷合
戦ུのように、事業および市場に対す
るアプローチもLEDメーカーによって
異なると述べた。多くの企業が合併や
提携による規໛拡大を図っていたと同
氏は述べ、具体的なྫとして、台湾エ
ϐスター社（Epistar）と台湾フΡガー
オプトテック社（Huga Optotech）、日
ѥとシチズン、๛ా合成とত和電޻を
挙 げた。 クリー 社、 ಠオスラム社

（Osram）、オランダのフィリップス社
（Philips）はいずれも、SSLの普及をଅ
進することによってLED部品市場の
成長にݙߩしている。これも基本的に
は、垂直౷合に向けたアプローチのͻ
とつである。シュム氏は、中小規໛の

LEDメーカーに対して明るいల๬は๊
いておらず、基本的にその多くは、ಠ
ཱしたLEDメーカーとして生き残れな
いだろうと予測した。

ࡉ場෼໺のৄࢢ 
　シュム氏は市場分野に話を戻し、各
分野についてৄࡉに説明した。2012
年売上高の内༁は、照明が23%、T7
およびモニタ用バックライトが22%、
モバイルが19%、ඪࣝが13%、自動
ंが10%、その他が13 %であった。
び図1を参照すると、照明を除くほ࠶
とんどの分野が、飽和状態にあるか、
または飽和状態へと急速に進行してい
ることが明らかである。照明分野は、
2011年の15億ドル強から2012年には
31億ドルへと大きく成長した。
 それでも、使用されるLEDの個数と
いう観点からは、すべての分野が大規
໛であるため、個別にৄࡉに見ていく
必要がある。まずは、2012年より前
まではLED市場として最大の成長率
をތっていたバックライト分野であ
る。ࡢ年のSILにおいてシュム氏は、
新しい種類の低価格のダイレクトバッ
クライトT7が市場にొ場し、それが
LED売上高に多大な影響を与える可

能性があると予測した。当時、シュム
氏が「chubby T7」と呼ぶؙみのある
形状のテレビを実際に製造する企業は
なかった。しかし、2012年の3～12
月にかけて、そのようなテレビが世界
中で約2000万台出回っていたと同氏
は述べた。
　ްみのあるテレビを製造するのは、
コストを引き下げるためである。テレ
ビをްくすることにより、より少数の
高ً度LEDで効果的にը面のバックラ
イトを実現することができる。LED搭
載テレビによって提Ҋされる価値が、
௒ബ型のエッジライト式モデルか、多
数のLEDと局所ً度制ޚ（local dimm-
ing）によってը質を著しく向上させた
ダイレクトライト式モデルのいずれか
であることを考えると、この上ない皮
肉のように思われるかもしれない。し
かし、LEDバックライトは現在、LED
メーカーのポートフォリオの下位製品
において、コストを低下させるための
手ஈとなる可能性がある。
 
テレϏࢢ場のಈ޲
　今後5年間でテレビ市場における
chubby T7の割合はঃ々に増加する
とシュム氏は予測している。図4は、
さまざまな種類のテレビに使用される
LEDの売上高を左軸に、その種類の
テレビで使用されるLEDの個数を右
軸に示したものである。テレビ市場で
使用されるLED個数が増加する一方
で、それらのLEDの市場価格は低下
するという、LED価格の低下の影響が
はっきりと見てとれる。
　今後の見通しに影響を与え得る要素
が、その他にもいくつか存在するྫえば、
1月に開催されたConsumer Electronics 
Show（CES）では多数の企業が、Ultra 
HDまたは4k T7と呼ばれる製品を൸
࿐した。これらのテレビは4000ʷ2000
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図4　テレビ市場分野におけるバックライト方式別のLED売上高



9LEDs Magazine Japan  2013.6

ϐクセルという、現在の最高機種の
HDT7の4ഒにものぼる解૾度をಛ長
とする。どれだけ早く市場に投入され
るか、また、消費者がさらに高い金額
をࢧ෷ってでもそれをߪ入しようとす
るかについては、まだわからない。し
かし、これらの製品にはこれまでより
もかなり多数のLEDが使用される。
このようなテレビにはほぼྫ外なく、
ダイレクトバックライト方式と局所ً
度制ޚが採用される。1セットにつき、
7030パッケージのLEDが5000個以上
使用される可能性があるとシュム氏は
述べた。

　エネルギー規制の問題も影響を与える
可能性がある。米ڥ؀保ޢி（EPA�US 
Environmental Protection Agency）が
管理するEnergy Starプログラムや、
भレベルではCalifornia Title 20など
のプログラムがある。ྫえばEnergy 
Star 6.0では、55インチを௒えるT7セ
ットに対し、55インチT7セット以上
の電力を消費しないことが求められる。
局所ً度制ޚ付きのダイレクトバック
ライト方式は消費電力が低い。ディス
プレイ用バックライトLEDの多くをい
つでも消灯することができるためであ
る。したがって、このような規制によ

って、局所ً度制ޚの採用が増えるか、
T7メーカーはؙみのあるモデルを採
用して、さらに使用LED個数を削減し、
テレビが発することのできる最大ً度
を低下させる可能性がある。

Ϟバイϧ、ࣗಈं、ඪࣝの֤෼໺
　売上高でバックライト市場に続くの
はモバイル分野で、LED売上高は25
億ドル以上と引き続きݎ調である。こ
の分野には携ଳ電話とタブレットの両
方が含まれる。携ଳ電話分野のみの
2012年の総売上高は14億ドルだった。
この分野でLED販売をଅ進する要Ҽ
は2つある。より高度で多数のバック
ライトを必要とするスマートフォンへ
の移行と、カメラフラッシュとしてLED
を搭載する携ଳ電話の増加である。
　図5は、シュム氏による携ଳ電話分
野の今後5年間の市場予測である。同
氏は、売上高が増加するのはフラッシ
ュに使用されるLEDのみだと予測し
ている。しかし、加速するスマートフ
ォンの普及によって、LED価格低下
の影響はある程度؇和される見込みで
ある。タブレット市場は現時点ではあ
まり明確ではないが、シュム氏はϊート
型PCの販売が減少しタブレットが増加
するという全体的な܏向を指ఠした。
　自動ं市場には、内装照明とϔッド
ライトなどの外装照明の両方が含まれ
る。外装照明の分野は、新しい光学部
品によって成長が見込まれている。シ
ュム氏はこれをಛ効ༀと呼んだ。メー
カーが開発しているのは、内部全反射

（TIR�Total Internal Reflection）光学
部品である。これによって複数の異な
る種類のϔッドライトが実現でき、ڀ
的には、自動ंメーカーによる全ंۃ
種にわたるLED搭載デザインへの移行
が可能になる。
　自動ं市場のローエンド側では、リ
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フレクタ式ϔッドライトに加えて、高
価格の自動ंではTIRが採用されるプ
ロジェクタ式ϔッドライトへの移行が
見られる見込みである。ϋイエンド側
では、異なる照明角度に対して複数の
LED/光学部品を使用し、従来のロー
ビームとϋイビーム設定よりもはるか
に高度なビーム制ޚが可能なダイレク
トプロジェクシϣン型ϔッドライトに
分類される製品が存在する。
　自動ं外装照明分野に使用される
LEDの2012年の総売上高は7億3700
万ドルであった。図6は、LED用途別
に見た外装照明市場の2017年までの予
測をৄࡉに示したものである。LEDが
最も多く使用されているのはDRL（日中
૸行用ライト�daytime running lamp）
だが、2014～2015年の間にϔッドラ
イトに抜かれる見込みである。ϔッド
ライトに使用されるLEDの売上高は
CAGR36%で増加している。内装照明
に使用されるLEDの市場は比較的平
ୱにਪ移するとシュム氏は予測してい
る。ほぼ必ず搭載されるようになった
ビデオパネルのバックライトなど、か
つてないほど多様な方法でさらに多く
のLEDが使用される見込みである。
しかし、LED部品価格の低下によって、
同市場のLED売上高はԣばいになる
と予測される。
　ඪࣝ市場は、SSL技術の採用という
点において׬全に飽和した状態にある。
それでもシュム氏は、この分野が地味
ながらݎ調に成長すると予測している。
2012年の同分野におけるLED総売上
高は17億ドルで、2015年には20億ド
ルを௒えるとシュム氏は予測した。

র໌に࢖用されるLED
　冒頭の話題に戻って、LED売上高
の成長が最も見込まれるのは一般固体
照明分野である。照明におけるLED

売上高は、上述の2012年の31億ドル
から2017年には44億ドルに増加し、
CAGRは7%になるとシュム氏は予測
している（図7）。
　価格低下のペースを考えると、この
予測成長率は非常に大きい。図8は、
過5ڈ年間の効率の向上とキロルーメ
ンあたり価格（�/klm）の低下を対比し
て示したグラフである。キロルーメン
あたり価格は、米エネルギー省（DOE� 
Department of Energy）が同省のSSL
プログラムにおいて追੻および予測す
る指ඪである。実際、DOEが2012年
4月に発行した最新のSSL Multi-:ear 

Program Planでは、パッケージLED価
格が2013年以߱に3ドル/klm、2015
年以߱に2ドル/klmのレベルまで低下
すると予測されている。図8の3.45ド
ル/klmという数値は2012年の平均価
格である。SILにおいてシュム氏は、
前出の日ѥの757シリーズなどの製品
によって、この価格は既に2ドル/klm
まで低下していると思うと述べた。
　セッシϣンの後半ではストラテジーズ・
アンリミテッド社のLED照明調ࠪ担当
ディレクタを務めるバンダーカー氏が、
照明製品の実際の市場に関するデータ
を示した。バンダーカー氏は、交換用ラ

出典：ストラテジーズ・
アンリミテッド社
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図7　一般照明市場の分野別LED売上高

図�　$/klmで表される価格が低下する一方で、LED効率は急速に向上している。
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ンプの売上高が2011年の21億ドルから
2012年には25億8000万ドルにまで増
加したと述べた。最も増加したのは日本
で、2011年にىきた地਒と௡波によっ
て主要な発電施設がఀ止に追い込まれ
たことで、エネルギーに対するݒ೦が生
じたことがその要Ҽである。
　照明器具の分野では、売上高が
2011年の72億ドルから2012年には
92億ドルに増加した。SSLの普及が最
も進行しているのはຽ生市場分野で、
SSLは同市場の23%を઎めている。照
明器具は世界中でかなりݎ調に成長し
ている。バンダーカー氏は今回初めて、

フレキシブルストリングライト、家具
用照明、ߤ空機内照明、؝具などの製
品を含む、新たな市場分野についても
報告した。この分野における27億
5000万ドルの売上高を含めて、同市
場全体の売上高は145億ドルだった。
　またバンダーカー氏は、いくつかの
具体的な種類の製品についても言及し
た。「LEDダウンライトは2012年に
はコモディティ市場となり、日本で販
売された製品の50%以上がLEDだっ
た」と同氏は述べた。今後の見通しと
して同氏は、「トロファー照明が2013
年以߱、SSL普及における次の大きな

波になるだろう」と述べた。トロファ
ー照明市場が2014年から2015年にか
けて成長すると同氏は予測している。
　SSL市場全体では2017年にかけて
CAGR12%の成長が見込まれる。SSL
照明器具の2017年の売上高は20億ド
ルを௒えるとバンダーカー氏は予測し
ている。
 
ύッέージLEDࢢ場のݟ௨し
　照明分野においてパッケージLEDの
普及が見込まれることから、同市場の
見通しはࡢ年よりも良好である。2012
年のSILでシュム氏は、パッケージLED
の売上高は2013年にわずかに増加す
るが、その後2016年までのCAGRは
ʵ0.2%になると予測していた。部品価
格が引き続き低下していることを考え
ると、その売上高予測に大きな変更は
ないが、図9に示すように、5年間の
CAGRに対する今年の予測は1.8%と、
プラスにసじている。
　照明分野は引き続き成長し、市場を
、引する見込みである。シュム氏はݗ
パッケージLED売上高が2017年まで
に150億ドルに達すると予測している。
シュム氏は今回初めて、パッケージ
LED販売個数を示すグラフを提示した

（図10）。個数という観点からは、同業
界が今でもര発的に成長していること
を示すものとして、このグラフを本稿に
も掲載する。しかしシュム氏が指ఠし
たように、この数値はޡ解をটくڪれ
がある。この販売個数には、シングル
ダイパッケージから、パッケージ内に数
े個ものエミッタを含むCOBまでのす
べてが含まれるためである。LEDダイ
個数を示すグラフならば、成長の܏き
はさらに急फ़なものとなるはずである。
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図�　LED売上高は照明分野に牽引されて、すべての分野において増加が見込まれる。

図10　パッケージLED製造個数は急速なペースで増加している。


